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序 文

日頃、 仙台市の文化財保設行政に対しまして 、 ご理解、 ご協力をいただき、 担当する仙台市教

育委員会にとりましては、 誠に感謝にたえません。

富沢造跡は 、 仙台市東南部の太白区富沢、 長町南 、 泉崎に広がる面積約90haにおよぶ水田跡を

中心とした遺跡です。 この地域一帯は水田が広がる田園地帯でしたが、 土地区画整理事業や仙台

市高速鉄道南北線の開通によって 、 仙台市南部の拠点となる地域として 、 急速に開発・都市化が

進行しています。こうした動きの中で、 富沢遺跡は昨年度まで139次にわたる発掘調査が実施され、

旧石器時代から近代にかけて 、 連綿と残されている人間の生活の痕跡が残されていることが分かっ

てまいりました。特に弥生時代から明治時代までの水田跡の解明や 、 それよりさらに古い縄文時

代 、 旧石器時代の人間生活の痕跡の発見などといった大きな成果が得られております。

仙台市では、 旧石器時代の森林跡と当時の人々の生活の跡を保存• 公開する施設として、 「地底

の森ミュ ー ジアム — 富沢遺跡保存館―」を平成8年11月に開館いたしました。 以来 、 当時の自然

環境と人々の生活をよみがえらせる展示と、 調査結果を活用した様々な普及活動を実施しており

ます。

このたびの発掘調査はマンション建築に伴うもので、 第141次調査となります。 仙台市営地下鉄

南北線長町南駅の西約600mの地点で実施したもので、 本書はその成果をまとめたものであります。

先人たちの残した文化遺産を保護し、 活用しながら市民の宝として永く後世に伝えていくこと

は、 これからの「まちづくり」に欠かせない大切なことであります。 ここに報告する調査成果が、

広く活用され、 文化財に対するご理解と保護の一助となれば幸いです。

最後になりましたが 、 発掘調査および調査報告書の刊行にあたり 、 多くの方々のご協力 、 ご助

言をいただきましたことを深く感謝申し上げ、 刊行の序といたします。

平成20年 3 月

仙台市教育委員会

教育長荒井 崇



例 言
1. 本告は 、 共同住宅建設に伴う富沢迫跡第141次調査の報告也である。

2. 発掘調査は 、 仙台市教育委員会の指甜のもとに株式会社ア ー キジオが行った。

3. 本害の作成 •福集は 、 仙台市教育委員会文化課 主濱光朗、 株式会社アー キジオ文化財部伊藤雅和 、 パリノサーヴェイ株式会社が担当した。

本文の執筆分担は以下の とおりである。

主没光朗 第1章第3節

伊藤雅和 第1章第1 · 2節、 第2章• 第3章• 第4章• 第5章

パリノサーヴェイ株式会社第6章

4. 整理及び報告書作成は 、 株式会社ア ー キジオ本社にて行った。

5. 自然科学分析にあたって、 火山灰分析・プラントオパー ル分析•花粉分析•原稿執竿を株式会社パリノ ・サーヴェイに委託した。

6. 調査と報告嘗作成にあたり、 下記の機関よりご協力を得た。 記して感謝の意を表す次第である。

三井不動産レジデンシャル株式会社東北支店

7. 調査に関わる一切の資料は 、 仙台市教育委員会が保管している。

凡 例
］ ． 本報告書の土色については 、 「新版標準土色帳」（小山• 竹原2004)に準拠している。

2. 本牲の 第2図地形図は 、 仙台市発行のmm分の1「仙台市都市計画基本図Jを用いた。

3. 本文・挿屈で使用した方位はすべて真北で統一している。

4. 図中の座標値は 、 世界測地系•平面直角座標系(X系）に準拠している。

5. 標高値は 、 東京湾平均海面高度(T.P)を 示している。

6. 挿図縮尺は 、 全体図： 1 / 100、 調査区 断面図： 1 /60を基本としたが、 スケ ールはその都度示した。

7. 挿図、 そのほかスクリーントーン等の凡例はその都度注釈を加えた。

8. 本文中の「擬似畦畔A」は 、 水田畦畔直舟に認められる自然堆積層の 高まりを 、 また「擬似畦畔B」は 、 水田畦畔直下層（自然堆積層）上

面に認められる高まりを示している。 （斎野：1C£7) (佐藤： l'Hl、 1999)。 検出された擬似畦畔及び水田面の下陪で検出された遺構について

は 、 各層迫構平面全体図中に行線で示した。

9. 本文中の灰白色火山灰（庄司• 山田： l渕））は 、 現在十和田a火山灰To - aに同定されており、 降下年代は西暦91彩閂JJ夏とされている（町
田他： lffil·1995)。
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第1章 はじめに

第1節 富沢遺跡の概要
富沢遺跡は水田跡を 中心とする総面積約90haに及ぶ広大な複合迫

跡で 、 仙台市の南西部 、 太白区泉崎• 長町 ・富沢• 鹿野等に位置す

る。 地形的には西から北西を青葉山丘陵や茂庭丘陵 、 南を名取川 、

北から東を広瀬JIIによって形成された自然堤防に囲まれた後背湿地

上に立地し 、 標高約16m- 9 mである。 昭和57年以降 、 現在までに

140次を数える調査が継続的に実施され 、 弥生時代以降の水田跡が

重語的に確認されている他、 縄文時代及び後期旧石器時代の迫構・

遺物が確認されている。

富沢遥跡の周辺では、 縄文時代以降の遺跡が営まれる。 縄文時代

では、 下ノ内浦遺跡で早期前半の竪穴住居や落し穴、 後期の募域 、

六反田逍跡では中期中葉～後期の竪穴住居 、 大野田遣跡では後期の

墓域或いは祭祀場が確認されており 、 早期以降 、 人々の生活の場と

A
 

縮尺1 :200. 000 
して利用されていたことがわかる。 弥生時代では、 下ノ内浦逍跡で 第1図 富沢遺跡位置図

後期の土堀墓や土器棺墓などからなる墓域が確認され 、 土手内遺跡では後期の竪穴住居が検出されているなど、 富

沢遺跡や山口遺跡など後背湿地上に営まれた水田耕作地の周囲に集落と塞域が展開する様相が部分的に明らかとな

りつつある。 古墳時代では、 六反田遺跡や士手内遺跡などで前期以降の集落が確認されており 、 教塚古墳や金岡八

幡古墳などの他、 大野田の群集墳、 終末期では土手横穴B地点などの横穴墓が営まれる。 奈良• 平安時代以降では、

六反田迫跡、 山口造跡、 下ノ内造跡 、 下ノ内浦造跡 、 元袋追跡、 大野田辿跡などで 、 竪穴住居や掘立柱建物等が多

数確認されており 、 古墳時代以降 継続的に集落が営まれていたようである。

遺跡名

所在地

調杏原因

調企主体

調資担当

業務期間

調査面栢

第 2 節 調壺要項
富沢辿跡

（宮城県遺跡番号10369 仙台市文化財登録番号C-301)

仙台市太白区鹿野三丁目219 - 5, 6, 7 

共同住宅建設に伴う事前調査

仙台市教育委員会（生涯学習部文化財課）

調蓋係 主濱光朗

調査係 藤田雄介

統括賓任者（調査）新宅輝久（株式会社ア ー キジオ文化財部調査課）

統括責任者（整理）桑野正文（株式会社ア ー キジオ文化財部調査課）

調査員 伊藤雅和（株式会社ア ー キジオ文化財部調査課）

計測員 田所人志（株式会社ア ー キジオ文化財部調査課）

現地調査 平成19年11月 15日～同年12 月 27日

壁理作業 平成20年1 月 7日～同年3 月 14日

90m' 

ー
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● 富沢遺跡

（凡例）▲ 泉崎浦遺跡

＊ 山口遺跡
（数字は調査次数を表す）

゜ 500m 

縮尺1:10. 000 
第2図 富沢遺跡と周辺の遺跡



第3節 調査に至る経緯

平成18年12月 8日付で、 三井不動産レジデンシャル株式会社より宮沢遺跡地内の仙台市太白区鹿野三丁目219- 5 

6, 7にかかる地区(1350.1 rrtりについて共同住宅建設にかかる協議害が提出された。仙台市教育委員会では本工事が

SRC造9階建てで、 深さ12mの杭基礎工事を伴うことから 、 富沢遺跡の地下遺構が損なわれると判断し 、 工事に先立

ち本発掘調査を必要とする旨の回答文を通知した。 その後 、 いく度かの協議を経て、 平成19年9 月 21日付けで、 三

井不動産レジデンシャル株式会社より発掘届けが提出された。 これを受け、 仙台市教育委員会では富沢遥跡第141次

調査として、 同年11月 19日より発掘調査を実施するこ と とした。

第2章 調査方法と経過

調査対象地は仙台市太白区鹿野三丁目219 - 5, 6, 7に位置する。調査区は東西10m 、 南北9 rnの範囲を設定し 、

調査面租は90面である。現地詞査は平成19年11月 19日より開始し、 約1.3mの盛土は重機を用いて除去し 、 以下は人

力による胴査を実施した。 調査区内には土層観察及び排水を目的として側溝を設けた。

調査区及び遣構・出土遺物の測鉱は 、 平面直角座標系(X系）により計測を行った。 調査区の中央にX=-
197142.000、 Y =3033.000の測量原点を設け、 この原点を中心に 4 分割のグリッド(Al�B2)とした。 遺物は原

則として全点ト ー タルステ ーションによる3次元計測を行い 、 2陪以下は写真記録 と共に取り上げを行った。

平成19年12月 27日に15際上面までの掘削を完了し 、 調査区壁面の記録写真撮影を行い現地調査の全日程を終了し

た。
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第3図 調査区配置図
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第3章 基本層序

1辛I |騨

今回の調査では、 大別15層、 細別34 層を確諒した。各層の

土質は 、 1 層. 2 層 ·5a陪・ 13層 ·14層・ 15層が粘土質シル
盪 盛土

ト 、 6 層. 8 陪 ·9a感・10a層が粘土 、 3 層 ·10a層が砂であ

る。 lOb阿は植物遺体を多曼に含む腐食土阿で、 15b阿からは 1� 幽 � 

グライ化が始まる。各層は北西から南東方向へと傾斜し、 各

層共に北西隅と南束端では10-15cm程度の比為差となる。

l 層の現代水田跡を除くと 、 2 層. 4 層 ·5b層 ·6b層 ·7b

陪で水田遺構を確認した。 迫物は 、 1 層. 2 陪. 4 陪 ·5b 1辛

思 ·6a陪 ·7b思 ·9墨. 9b陪. 11墨で計41点を確認した。

また、 調査区南壁では 4陪-8陪及びlOb暦 -15b陪を対象

として土壌サンプルを柱状に採取し 、 7b 層の灰白色火山灰ブ

ロックを対象としてテフラ同定分析 、 4 層 · 5 a層 ·6a層 ·7b ゴ＿，；ー ��l .� ピ恐. 8 層. lOb層を対象として植物珪酸体分析、 10b層 ·14層
北西隅 南東隅

を対象として花粉分析を実施し 、 第 6 章に分析結果を掲載し ゜ lm 

た。

I ， I I 
縮尺1 :40 

第4図 土層基本柱状図

滸片 I: 色 上f'/ 土性 K、1J'-/:(cm) 枇入物 成困 伽考 ill Iー ：造物粘性しまり
la .'H褐色 2.5Y3/2 枯上質シルト あり なし 6-24 牲•プラスチック片 水Ill耕作l:. 耕地整則前の耕イ午上
lb  オリ ー プ黒色 5Y3/I 枯K質シルト あり あり 10-22 保・プラスチック片 盛1- No.1-13 
le 灰オリ ー プ色 5Y4/2 粘!::ftシルト あり あり 4-18 株・（沙粒少:,t ;)(111,fJトイ乍 I: 耕•地招坪前の耕作.I'.

Id 灰此色 2.SY6/2 粘!·.炊シルト あり あり 4-10 盛I:
2 灰色 5Y4/1 枯L.質シルト あり なし 2-28 植物追体少：,:: 水m耕作lこ No.14-27 
3a 浅貨色 2.5Y7/4 砂 なし あり 径1-2cm<1)1Jヽ石多悩 11然堆f費M
3b 灰黄色 2.5Y6/2 砂 なし あり n然堆枯陪
3c オリ ー プ灰色 5Y6/2 砂 なし あり 26-68 径I-3111111の細粒砂 n然堆fl澤
3d 浅凶色 5Y7/3 砂 なし あり 自然堆w�刃 3cよりも細かい
3e 灰白色 5Y7/2 砂質シルト なし あり 自然堆栢培
4 Jfi. オリ ー プ色 5Y5/2 砂質シルト なし あり 2-19 砂粒多哉 水Ill耕作十． 植物I-Ii酸体分析 No.28-31 
5a オリ ー プ黒色 5Y3/2 粘ヒ竹シルト あり あり 2-20 ;)<IIIJJトイ乍_Iこ 植物.&I:酸体分析 No.32 
5b 灰白色 2.5Y8/l 砂 なし なし 径lmm-5mmの砂 自ク!!,J:jlc{月�'1
6a 黒色 5Y2/l 泥炭質粘L あり あり 2-22 水田耕作t 植物珪陪休分析 No.33·35 
6b 灰色 5Y4/I 粘I '.● あり あり 1-12 「 I然琲枝庖 1lsi側のみ
6c 灰i'I色 2.5Y8/I 砂 なし なし 径tmm-5111111の砂 n然堆f隊吾
7a 紺灰色 2.5Y5/I 粘!·.炊シルト あり なし 2-11 自然JiUliM 北西l翡のみ
7b 紺灰色 2.5Y6/I 枯上 あり あり 2-16 灰白色火111灰プロック 水Ill耕イf..L 植物此酸体分析• テフラ1.;J定 No.34 
8 陪灰羨’ 色 2.5Y5/2 粘十→ あり あり 1-13 水111耕作七？ 植物珪陪体分析 No.36 
9a 灰色 5Y4/I 枯十． あり あり 1-16 i'I然堆桔悩 No.37-39 
9b !).\色 5Y2/l 粘t. あり あり 2-11 径lmm-5mmの砂 n然堆 '1'澤
9c 灰白色 2.SY7/l 砂 なし なし 径l-3mmの細粒砂 自然1!UliM
IOa ):Itオリ ー プ色 7.5Y6/2 砂 なし あり 11-39 径lmm-5mmの砂 自然堆桜倍 lcm-3cmまで
IOb 暗灰賀色 2.5Y5/2 粘t あり なし 1-11 植物選体多·呈： 「 I然堆枝層 植物荘酸休分析• 花粉分析
IOc 灰黄色 2.5Y6/2 粘上竹シルト あり なし 1-7 細粒砂 、 植物姐体多:;r 自ク太月H11�'1 10aとIObの出杓
I la 黒色 2.5Y2/I 汎払及夕t牛古,-● あり なし 6-16 植物迫イ本多凪 水Ill耕作1-? 植物比酸イ水分析 No40·41 
llb 黒色 7.SY3/I 砂質シルト なし なし 5-26 植物逍体少；,\: 臼然堆栢妍
12a オリ ー プJ火色 IOYS/2 砂質シルト なし なし 2-31 「 I然堆積�'1
12b 灰色 JOYS/I 砂 なし あり 1-17 径t-3mmの細粒砂 n然堆,I{澤 北東側のみ
13 灰色 7.5Y6/I 粘上代シルト あり なし 1-20 n然堆枯陪
14 灰色 7.5Y4/I 粘上炊シルト あり あり 9-18 自然堆l/1�'1 ,ii: 名
15a 灰色 7.5Y6/I 枯上質シルト あり なし 1-18 自然堆桜妍 14妍のi噌i移JM
15b 明緑灰 IOG7/l 枯 十． あり あり i'I然堆桔脳 ややグライ化

第1 表 基本土層表
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第 4 章 検出遺構 と 出土遺物

第 1 節 2 層上面

2 層水田跡 （ 第 6 図 、 写真 4 - 1 - 5)

〈 遺構状況〉 畦畔 と段差からなる3 区画の水田跡 （区画 1 - 3)が検 出 さ れた。 水田面は 1 陪 の現代耕作土及び整地

土に毅われ 、 調査区の東側約 1 / 3 は表土除去時 に 2 阿 ま で取り除かれており 3 呼 が露 出 する。 水 田 面 の 標 席は

14.78m-14.55mで 、 北西から東方 向へ と傾斜する。畦畔は上端幅O.Sm - 1.lm、 下端幅1.lm- 1.3m 、 高 さ 約 8 cm、 主

軸方位 N-11.5° -Wである。 1 層による削平のため 、 南側 に至るほ ど畦畔は低くなり途切 れるが、 本来は段差 ま で 延

びていたと考 えられる。 段差は調査区北西隅から 中央にかけて延び比嵩差 約8cm 、 主軸方位N -16.3° -Wである。 比

高差が 2 cm以下となる南東側 では東側 に振れるが、 この段差に並行して検出さ れた杭列 が直線的に南方向へ と延び

ることから 、 本来は直線的であ ったと考えられる。 区画 1 は標高14.75m- 14.58m、 区画 2 は15.68m-15.64m、 区画3

は標高14.63mから 15.57mであり、 西側の区画 1 が最 も 標高が高くなる。耕作土は厚 さ2-28cmである。S D lは幅30

-40cm、 深 さ 約10cmで埋土は3c層の砂によって占めら れる。 軽微な氾濫等 によって形成 さ れたも の と考 え ら れる。

なお 、 3 層上面では S D 2 が検出 さ れた。 幅24-30cm、 深さ約10cm、 堆積土は 2 層 と共通する。 杭列 と並行するこ

とから 、 段差を作り出すための掻揚げに伴 う も の と考えら れる。

〈 辿物状況 〉 区画 2 及び畦畔、 S D 2 よりそれぞれ 2 点の遺物が 出土した。 18世紀後 半以降 と考えられる陶器片があ

る。 杭は計 7 本出土し 、 残存長は16-35cm、 径2.5- 4 cmで 3 面 の面取りにより先端部を作り出す （写真 8 - 1 - 7)。

第 2 節 4 層上面

4 層水田跡 （ 第 7 図 、 写真 4 - 6 - 8)

〈 辿構状況〉 畦畔 と段差からなる3 区画の水田跡 （区画l- 3)が検出 さ れた。 水田面は 3 層の 自 然堆積層に 覆われ

ている。 水田 面の標店は14.38m- 14.15mで北西から 南東方向へ傾 斜する。畦畔lは上喘幅l .8- l.9m、 下端幅 l.9m-

2.0m 、 高 さ 約3.0cm、 主軸方位N -75.5° -Wである。畦 畔 2 は上端幅0.4m 、 下端幅0.5m、 高 さ 約 8 cm、 主軸方位N-

2 ° -Wであり 、 畦畔 l とつながる。段差は畦畔 2 の 束側が南方向へ と延長したも ので 、 比高差約 8 cmであるが、 南

側へ と至るほ ど低 く なり 、 南端では比嵩差約 2 cmとなる。 区画lは標高14.3lm-14.29m、 区画 2 は14.30m-14.22m 、

区画 3 は14.23m-14.l7mであり、 北西の区画 ］ が最 も 標高が高 く なる。 耕作土は厚 さ2- 19cmで砂粘を含んでいる。

〈 逍物状況〉 区画 2 · 3 よりそれぞれ 2 点の遺物が出土した。いずれ も 細片のため固化し得なかったが 、 9 世紀代 と

考えら れる須恵器高台付杯の高台部分がある （写真 8 - 8 · 9)。

第 3 節 5a層上面

5a 層水田跡 （ 第 8 図 、 写真 5 - 1 · 2)

〈 遺構状況 〉 畦畔によ って東西に分かれ、 2 区画からなる水EEi跡 （区画l · 2 ) が検出 さ れた。水田面は 4 層に 覆わ

れており 、 畦畔の南東側では 6 層が露出する。 水田面の標高は14.25m- 14.05mで北西から 南東方向へ と傾斜する。

畦畔は上端幅36-45cm、 下端幅48-58cm、 高 さ 約 5 cm、 主軸方位は約N-8.1° - E で約4.7m にわたり確認した。 調査区

南北壁面の観察ではこの畦畔を確認で き ず、 4 層によって削平さ れたも の と考えられる。 区画lは標高14.25m- 14.17m 、

区画 2 は標高14.15m�14.05mで、 西側の区画lの標高が高 く なる。 耕作土は2�20cmで下面に起伏がみられる。

〈 出土遺物 〉 区画 1 より 4 点、 区画 2 よりl点の土師器が出土した。内 面 を 黒色処理し 、
ヘ ラ ミ ガキ調整を施した杯

の 体部片l点がある。
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第 4 節 6a層 上面

6a層水田跡 （第 9 図 、 写真 5 - 3)

〈 遺構状況 〉 段差によって東西に分かれ 、 2 区 画からなる水田跡 （区画 1 · 2 ) が検出された。水 田 面は 5 層に霰わ

れてお り 、 北西及び南西隅では 7 層が露出し、 北東側では 5 層 の攪拌を受ける。また、 南 ～ 中 央にかけて明瞭に 6

層が残る周囲では 、 耕作による攪拌のため 、 斑点状 となる。 水田面の標商は14.15m-13.98mで 、 北西から南東方向

へと傾斜する。 段差は比裔差約 4 cm、 主軸方位は約 N -1.3° -Wであり、 4 庖 で検出した段差 と近似する主軸方位 と

なるが、 位置は約0.5m東側へ と移動する。 区画 l は標高 14.15m-14.llm、 区 画 2 は標高14.10-13.98mで、 水田区画

1 の方が尚 く なる。 耕作土は厚さ 2 -22cmである。

〈出土造物〉 区画 1 よ り 土 師器 1 点が出土したが、 細片のため器種 · 部位共に不明である。

第 5 節 7b層上面

7b層水田跡 （第10図 、 写真 5 - 4 - 6)

〈 追構状況 〉 2 つの段差からなる3 区画の水田跡 （区画 l - 3)が検出された。 7b陪 中には灰 白色の火山灰ブロック

が面的に広がる。 水B3面の標高は14.13m-13.82mmで北西から南東方 向へ と傾斜する。 段差 1 は弧状に南から東方向

へと屈曲し 、 比高差約12cmである。 東側へ至るほ ど低 く な り 途切れるが、 本来は東端まで延びていたと考 え られる。

段差2 は比高差約 5 cmで段差lに接続する。 調査区南西隅で部分的に検出したのみのため畦畔の 一部である可 能性

も ある。 区画lは標高14.14- 13.98m、 区画 2 は14.15-14.13m 、 区画 3 は標高 14.07-13.96mで 、 区画 2 が最 も 高 くな

る。耕作士は厚さ 2 -llcmで下面に起伏がみ られる。

〈出土遺物〉 区画 1 よ り 土師器甕の体部片が 1 点出土した。

第 6 節 8 層上面

8 層上面 （第11回 、 写真 5 - 7)

〈 遺構状況 〉 上 層の6a階水 田跡によ り 南側を撹乱され 、 北側では 8 層は残存せず 9 · 10層が露出するなど残存状況は

あま り 良 く ない。 畦畔や段差等の水田辿構は検出されなか っ た。 標高標嵩 14.06m� 13.88mで北西から南東方 向へ と

傾斜し 、 庖厚は10- 13cmである。

〈出土遺物〉 遺物はチ ャ ー ト 製の微細な薄片及び土師器の細片がそれぞれ l 点ずつ出土 したのみで 、 図化し得た遺物

は無い。

第 7 節 10a層上面

10a層上面 （第12固 、 写真 5 - 8 - 6- 4 )

〈 迫構状況 〉 砂礫層の上面である。 9a及び9b層が部分的に入り込み、 不整形な凹 凸が認め られる。 この う ち 、 比較的

平面形態が整った3 基を土坑 ( S K l - 3)とした。 S Klは長辺約2.4m、 短辺約1.4m 、 検出面からの深さ約20cm

である。埋土は9a層 と 8 層 との互層である。 S K 2 長辺約2.4m 、 短辺約1.2m 、 検出面からの深さ約24cmである。埋

土は9a層 と 8 層 との互層で 、 北側がや や 深 く なる。S K 3 は長辺約2.0m 、 短辺約1.8m、 検出面からの深さ約18cmで

ある。 埋土は上部が 8 層 と9a層が互層 とな り 、 下部は9b層 となる。 いずれの土坑から も 造物の出土は認められず、 時

期 、 性格共に不明であり、 人為的な遺構であるか ど う か も 不明である。
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第 8 節 lla層上面

lla層上面 （第13図 、 写真 6 - 5 )

〈 遺構状況 〉 植物遺 体 を 多 羅 に 含むlOb層の下位 に位置す る 。 畦畔や段差等の水田遺構は検 出 さ れ な か っ た 。 標高

13.63m-13.48m と 北西か ら南西方向へ と 傾斜す る 。 ベー ス は泥炭質粘土で 、 層厚10- 16cmであ る 。

〈 出土遺物 〉 土師器甕の胴部片が 2 点出土 し た （写真 6 -11 · 12) 。

第 9 節 14a層上面

14層上面 （第14図 、 写真 6 - 7 )

調査区 を 東 西南北そ れぞれ1.5m減 じ て 調査 を 行 っ た。 造構迫物共に検出 さ れ な か っ た。 標高 12.94m- 12.86m と 北

西 か ら 南東方向へ緩やかな傾斜 と な る 。 ベ ー ス は灰色の粘土 質 シ ル ト で 、 陪厚ll - 18cmであ る 。 遺構及び遥物は確

認 さ れ な か っ た。

第 5 章 遺構の所属年代 と ま と め

1 .  2 層 、 4 層 、 5 a陪 、 6 a層 、 7 b層 と 5 期の水田跡が検 出 さ れ た。 調査面積が僅少 の た め 、 各水田区画 の面積

を 明 ら か に で き た層 は無い。 ま た 、 lla陪では畦畔等の逍構は未確認で あ る が、 第66次調査では古墳時代中期の

遺物 と 共に畦畔を確認 し て お り 水田土壌の可能性が高い。

2 .  2 層 水田跡では畦畔 と 段差、 段差 に伴 う 杭列 と 直下階 の 3 層 上面で段差の構 築 に伴 う 溝 ( S D 2 ) か ら な る

3 区画の水田跡が検出 さ れ た。

3 .  4 思 水 EB跡では南北方 向 に 直線的に延びる段差 と 畦畔 2 条 か ら な る 3 区画の水田跡が検出 さ れ た。

4 . 5嘩水田跡では南北方向 に延びる 畦畔 l 条か ら な る 2 区画の水田跡が検出 さ れた 。

5 .  6遭水田跡で は 4 層水田跡 と ほぼ同一軸方向の段差か ら な る 2 区画の水EB跡が検 出 さ れ た。

6 .  7b層水EB跡では 2 つの段差か ら な る 3 区画の水田跡が検 出 さ れた。

7 .  8 層 及びlla屈 か ら は畦畔や段差等の水田迫構は検出 さ れ な か っ たが、 土壌分析の結果 、 8 層 か ら 約4,000個/g

の イ ネ 属 の植物珪酸体が検 出 さ れ た。 ま た 、 11』初ま 第66次調査の17庖や埋蔵文化財調査研究所調査の12感 に対

応す る と 考え ら れ 、 そ れぞれ水 田跡の可能性があ る 。

8 .  迫物は41点 出 土 し た。 出土位置、 種別の詳細は別表 の通 り で あ る 。

9 .  当調査区の隣接調査 区 と し て 西側 に 第66次闘査区 、 東側 に 第85次調査区があ る 。 こ れ ら の調蒼区 と の 層 位 の

対応関係 を 試み た （ 第 3 表） 。 そ の対応関係 お よ び周辺調査区の状況か ら 以 下 の よ う な所屈年代が想定 さ れ る 。

2 庖水EB跡一 近世以降 · 4 陪水 田 跡 ー 中世以降 · 5a庖水EB跡ー 中世以降 · 6a思水田跡ー 中世7b陪水田跡一平安時

代 （灰 白 色火山灰降下以降） . 8 層 一平安時代 （灰白色火山灰降下以前） ・ 11雌§ ー古瑣時代 ・ 14層 一縄文時代

凡本悩 ． 辿梢 縄文七器 十:Or!i器 禎忠器 防器 • 他器 比 イ i器 n然イi 木製品 n然木 合計
l 陪 I 7 2 2 I 13 

2�1水Ill跡 1 5 1 7 14 
4 )(1水rn跡 3 I 
5a/M水Il l跨 2 2 
6a悩水111跡 1 
7b培水Ill跡 I I 
8/i'l水W跡 I I 

9aA'I 2 I 
1 1aM 2 2 
合.lt 14 I 1 2  2 I 3 7 I 41 

第2表 遺物集計表
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第15図 周辺調査と の基本層序対応図
縮尺1 :60 

第141次 第66次 第85次 iワた る 色，i,� i: たるJ:質 «u考陪/ii 検出逍構 陪 位 検出遺梢 屑位 検出遺構
I 黒褐色 粘 上竹 シ ル ト 耕地整埋以前の水EEf跡
2 吐畔 • 段必 灰色 粘 I ·.質 シ ル ト 近冊以降
3 溝 3 上坑 浅貰色 砂
4 叶畔 • 段弟 灰 オ リ ー プ色 砂Tt シ ル ト
5 畦畔 オ リ ー プ.';I』色 粘 I·.竹 シ ル ト
6 段必 7 水田跡 黒色 泥炭質粘 I.

7b 段差 13 4 灰白色 粘 I
— 灰白色火山I火プロ ッ ク

14 
8 !JW1, 1 - ?  5 賠灰凶色 粘 1·
， 1 5  6 /j(色， 粘 I·

IOa tt/C ?  7 灰 オ リ ー プ色 砂
IOb ， 暗/;!�焚色 粘上
I la JJM'I: 」 ． ？ 17a 水Ill蹄 I I  愚色 泥炭打粘 J ·.
l i b  
1 2  オ リ ー プ）:Jd色 砂竹シ ル ト
13  灰色 粘 t質 シ ル ト
14  灰色 粘上買 シ ル ト
15  明緑灰 粘 I·

荒井 格 他
荒井 格
大田昭夫 他
佐藤甲二

佐藤甲二 他
佐藤 洋

五十嵐康博

第3表 周辺調査と の基本眉序対応表

引用 ・ 参考文献
2004 「宮沢追跡 第131次発掘閥歪報告害J 仙台市文化財調査報告害第276集 仙台市教育委員会
2004 「第 1 章辿跡の立地 と環境」 「宮沢迅跡 第126次発掘調査報告t:=J 仙台市文化財調査報告也第273集 仙台市教育委員会
1991 「宮沢遺跡 — 第30次調査報告内第 1 分冊 — 縄文～近世福J 仙台市文化財調査報告柑第149集 仙台市教育委員会
1989 「第 2 章第 1 節 富沢遺跡笛36次調査」 「宮沢 • 泉b裔浦 • 山口遺跡 — 宮沢遺跡第36-48次 • 泉崎浦遠跡 第 4 次 • 川口遺跡

第 5 - 8 次発掘調企報告害 ー 」 仙台市文化財調歪報告第128集 仙台市教育委員会
2007 「宜沢迫跡 第138次発掘胸査報告古」 仙台市文化財調査報告世第313集 仙台市教育委員会
1991 「 第 2 章第10節 富沢遺跡第66次調査」 「富沢 • 泉崎浦 · 1 1 1口遺跡(3) — 富沢遺跡第57-68次， 山口遺跡第13 · 14次発掘

調企報告書 — j 仙台市文化財調査報告書第152集 仙台市教育委員会
1993 「第 2 章第 7 節 富沢追跡第85次調査」 「富沢 • 泉崎浦 . iJI口追跡(5)一 宮沢迫踪第78次 · 80-85次発掘調査報告害」

仙台市文化財調査報告習第171集 仙台市教育委員会
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第 6 章 富沢遺跡第141次の 自 然科学分析
パ リ ノ ・ サー ヴ ェ イ 株式会社

第 1 節 は じ め に
宮城県仙台市太白区に所在す る宮沢遺跡は 、 名取J l l と広瀬川に挟ま れた沖積地に立地してい る 。今回の 第141次調

査では 、 古代の水田而および水田耕作土と推定される 土層が確認されたほか 、 10世紀前半に 降灰したとされ る 十和

田 a 火山灰(To-a)とみら れる灰白色火山灰 （庄司 • 山田， 1980)が確認されている 。

本報告では 、 発掘調査成果から 課題 とされた、 火山灰 とされる 堆栢物の同定、 水田面および水田耕作土 と推定さ

れる土層の イ ネ屈の産状、 古植生変遷 といった3 項 目 の検 討 を 目 的として自 然科学分析調査を実施する 。

第 2 節 試料
試料は 、 調査区南壁基本土喘より採取された柱状を呈する土壌である 。 発掘調査結果では 、 基本土層は 1 - 15層

に分けられており、 この う ち 、 14屈は縄文時代の包含陪、 lla庖. 8 庖 · 7b陪 · 6a陪 · 5a庖 . 4 感の各陪は水田耕作

土およびその可能性がある 土 層 と推定さ れている 。また、 7b陪から は上記した火山灰と推定される 堆積物 （明褐灰

色の砂質シル ト ） が確認されてい る 。 こ こでは 、 上記した分析目的およ び調査担 当 者の指示に基づき 、 試料観察を

行った後 、 柱状の土壌試科より分析試料の抽出 を行っている 。

分 析試料は 、 水田耕作土およびその可能性がある 土層(lla層、 8 層、 7b層、 6a層、 5a層、 4 層） と 、 縄文時代の

包含陪である14居 、 植物辿体が多醤混 じ る 暗灰～暗褐色シルト (lOb陪） 、 さら に 、 7b層に認めら れた火山灰とみら

れ る 堆積物であ る 。 これらの試料のう ち 、 水田耕作土 とされ る 土陪 と10b思 を対象に植物珪酸体分析 、 14屈 とlOb陪

を対象 に花粉分析 、 7b層の火山灰とみら れる堆積物を対象に火山灰分析を行う 。

第 3 節 分析方法
( 1)テフラ分析

試料約20 g を 蒸発皿に取り、 水 を 加 え 泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子 を分散し 、 上澄み を 流し去る 。

この操作を繰り返す こ と により得ら れた砂分を乾燥させた後 、 実体顕微鏡下にて観察 す る 。観察は 、 テフ ラの本質

物質である ス コ リ ア ・ 火山 ガ ラ ス ・ 軽石を対 象 と し 、 その特徴や含有枇の多少 を定性的 に調べる 。

火山 ガ ラ ス は 、 その形態によりバプル型 ・ 中間型 · 軽石型の3タ イプに分類した。 各型の形態は 、 バブル型は薄手

平板状 、 中 間 型は表面に気泡の少ない厚手平板状あ る い は破砕片状などの塊状ガラ ス であり 、 軽石型は小気泡を非

常 に多 く持 っ た塊状および気泡の長く仲びた絨維束状の も の とす る 。さら に 、 火山 ガ ラ ス については 、 その屈折率

を測定す る こと により、 テ フ ラ を特定するための指標とする 。屈折率の測定は 、 古澤 (1995) のMA IOTを使用した

温度変化法 を 用 い る 。

( 2)花粉分析

試科約10gについて、 水酸化ナト リ ウ ム による泥化、 飾別 、 重液 （臭化亜鉛， 比重2.3) に よ る 有機物の分離 、 フ ッ

化水素酸 による 鉱物質の除去 、 ア セ ト リシス （無水酢酸 9 : 濃硫酸1の混合液） 処理によ る植物造体中のセルロー ス

の分解を行い 、 物理 ・ 化学的処理を 施して花粉 を濃集する 。 残泣を グ リ セ リ ンで封入してプレパラ ー ト を作成し 、

400倍の光学顕微鏡下でプレパラ ー ト 全面 を 走査し 、 出現す る 全ての種類について同定 ・ 計数する 。

結果は同定 ・ 計数結果の 一覧表 、 および花粉化石群集の 層位分布 図 として表示する 。 図中の木本花粉 は木本花粉

総数を 、 草本花粉 ・シダ類胞子は総数から不明花粉 を除いた数を それぞれ基数として、 百分率で出現率 を算出し図

示する 。
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( 3)植物珪酸体分析

各試料 について過酸化水素水 • 塩酸処理、 沈定法、 重液分離法 （ ポ リ タ ン グステ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ， 比璽2.5)の順

に物理・ 化学処理を行い 、 植物珪酸体を分離・ 濃集する。こ れを カ バ ー ガラス上に滴下・ 乾燥させる。乾燥後 、 プ

リ ュ ウラ ックスで封入し て プレパラ ー ト を作製する。 400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し 、 その 間 に出現するイ ネ

科葉部 （ 葉 身 と 葉鞘） の葉部短細胞 に 由来した植物珪酸体 （以下、 短細胞珪酸体 と 呼ぶ）お よ び葉身機動細胞に由

来した植物珪酸体 （以下 、 機動細胞珪酸体 と 呼ぶ）を 、 近藤 (2004)の分類 に 基づい て 同定 ・ 計数する。 分析の際

には 、 分析試料の乾燥重最 、 プレパラ ー ト 作 成 に 用 いた分析残泣最、 検鏡に用 いたプレパラ ー ト の数や検鏡した面

積を正確に計撒し 、 堆積物 1 gあたりの植物珪酸体含爵 （同定した数を堆積物lgあたりの個数に換算） を求める。

結果は 、 植物珪酸体含暴の一魏表で示す。 各分類群の含拡は 、 10の位を四捨五入し 100単位 と し 、 合計は各分類群

の丸めない数字を 合計した後 、 100単位 と し て 表記する。 また、 各分類群の植物珪酸体含批 と その思位的変化から稲

作や古植生につ いて検討するため に 、 植物珪酸体含品の 層位的変化を 回示する。

第 4 節 結果

(l)テフラ分析

処理後に得ら れた砂分は 、 多益の石英粒 と 中 醤の細砂～ 極細砂径の火山

ガラスおよび微益の軽石から構成される。

火山 ガラスの 大部分は 、 無色透明の塊状の軽石型であり 、 少量の殺維束

状の も の も 混在する。 さらに。 少量の無色透明のバ ブル型 も 認められるほ

か、 極微量では あるが暗褐色を呈する破砕片状のガラス も 認められる。 火

山 ガラスの屈折率測定の結果 （第16図）、 主体を 占 める軽石型火山ガラス

10 

1. 500 1. 505 I. 510 I. 515 
屈折率

第 1 6図 火 山 ガ ラ ス の屈折率

5
 

ー
個
数

の屈折率はnl.505- 1.510の レン ジに入り、 nl.506-1 .507にモ ー ドが認めら

れ 、 少屈含 ま れるバブル型火山ガラスの屈折率は 、 軽石型より も 低 く 、 nl.497- 1.500のレ ン ジを 示 し 、 特 に1.499前

後 に 集 中 する。 軽石は径1.0-3.0mmで 、 粒径の淘汰はやや不良 、 白色を呈し 、 発泡はやや良好～ 良好である。 角閃

石の斑晶を包有する軽石 も 認められる。

( 2)花粉分析

結果を 第 4 表、 第17図 に示す 。図表中で複数の種類を 「＿」 で結ん だ も のは、 種類間の区別が困難な も のを示す 。

14層は 、 花粉化石が産出 するも のの保存状態はやや不良であり 、 シダ類胞子が多産 する。花粉群集組成は 、 木本

花粉 で は コ ナラ属 コ ナラ亜属 や ニ レ屈 ー ケ ヤキ屈 、 プナ属が多 く 産出し 、 この他 に 、 マ ツ 属やサワグル ミ 属 、 クル

ミ 属、 クマシデ属 ー アサダ属 、 ハ ン ノ キ属などを伴う 。 草本花粉では 、 イ ネ科や キク亜科などが認められる。

lOb層では 、 花粉化石の産出状況 · 保存状態と も 良好で 、 花粉化石群集では木本花粉が優占する。 木本花粉では 、

コ ナラ亜屈が多産し 、 プナ属 、 クマシデ屈 ー アサダ属 、 コ ナラ属 ア カ ガシ亜属 、 ニ レ 属 ー ケ ヤ キ 属 、 マ ツ 属 な どを

伴 う 。草本花粉 では イ ネ 科や カ ヤ ツ リグサ科が多く 、 ヨ モ ギ属等 も 検出される。

( 3)植物珪酸体分析

結果を第 5 表、 第18図に示す。 各試料からは 、 植物珪酸体が検出されるが 、 表 面 に多数の小孔 （溶食痕） が認め

ら れるな ど、 保存状態は不良である。

lla層は 、 植物珪酸体含堂が10万個Jgを超え 、 今回分析対象とした試料中で最 も多い 。検出された分類群は、 クマ

ザサ属 や ネザサ節 を 含 む タケ亜科 、 ヨシ属 、 スス キ属 を含む ウシクサ族 、 イ チ ゴツ ナ ギ亜科等が認められ 、 ヨシ属

と イ チ ゴツ ナギ亜科が多産する。
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出現率は、 木本花粉は木本花粉9ヒ石給数、 な本花粉 ・ シダ類胞＋は総数より不明花粉を
除く数を基数と してi'i分寧で貸出した． なお、 ●0は1%未漕を示す．

第17図 花粉化石群集
機動細胞珪酸体
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堆積物1 g あた り に換算 した個数を示す。 ●0は100餡/g 未満を示す。

短細胞珪酸体

植物珪酸体含量の屑位的変化
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植物珪酸体含量
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花粉分析結果第4表

こ の他 の試料で は約49,000-lOb層 お よ び上位の土層試料では 、 植物珪酸体含蓋は 8 層 で約96,000個Jg と 最 も 高 く 、

ク マ ザサ属 や ネザサ屈 を 含む タ ケ 亜科や ヨ シ属 、 ス ス キ

属 を 含 む ウ シ ク サ 族、 イ チ ゴツ ナ ギ亜科が認め ら れ る 。 lla庖で 多産が認め ら れ た イ チ ゴツ ナ ギ亜科の含批は少な く 、

概 し て ク マザサ 属 や ネ ザサ属 を 含 む タ ケ亜科や ヨ シ 属 の 産出が目立つ。
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78,000個/gであ る 。 検出 さ れ る 分類群や 産状 は ほ ぼ類 似 し 、



栽培植物の イ ネ 属 は 、 10b層お よ び上位の試科より検出される。 イ ネ属 の植物珪酸体は 、 葉部に形成さ れる短細胞

珪酸体と 機動細胞珪酸体が検出され 、 概して機動細胞珪酸体の含量が高い。 各試科にお ける機動細胞珪酸体含量は 、

lOb層は約1,400個Jg、 8層は約4,000個Jg、 7b層は約3,300個Jg、 6a層は約1,700個Jg、 Sa.Ii は約2,600個Jg、 4 層は約3,200

個Jg と 、 8層で最 も 高 い含量 を示す 。

第 5 節 考察
( 1 ) 検出テ フラについて

試料 中に中盪認め られた火山 ガラ ス の う ち 、 その主体をなす軽石型火山ガラ ス は 、 採取層位や宮沢遺跡の地理的

位置 、 これまでに研究 さ れた東北 地方にお けるテフラの産状 （町EBほか (1981;1984) 、 Arai et al. (1986) 、 町田 • 新

井 (2003) な ど） と の比較か ら 、 十和田 a テフラ (To-a) に由来すると 考 え られる。 To-aは 、 西暦915年 （早川 ・ 小

出，1998) に 十和 田 カ ルデラか ら 噴出したテフラであり 、 給源周辺では火砕流堆稜物 と 降下軽石から なるテフラ とし

て 、 火砕流の及ばなかった地域では軽石質テ フ ラ と し て 、 さ らに給源か ら 離れた地域では細粒 の火山 ガラス質テ フ

ラ と して 、 東北地方の ほぼ全域で確 認 さ れて いる （町田ほか，1981) 。

な お、 町 EB . 新井 (2003) に掲 載 さ れ て いるTo-aの火山 ガラ ス の屈折率はnl.496-1.508 (model.502-1.506) であ

り 、 今回の試料のそれに比べ て レ ン ジが低い方に広 く 、 また、 モ ー ドおよび レ ン ジ の上限も やや値が低い。 町 田 ほ

か (1981) は 、 淡緑色 ・ 淡褐灰色を 呈するnl.502以下の低い屈折率の火山 ガラ ス を 主体 と するTo-aの上部火山灰層は

南方へ広 が ら ず、 十和田周辺 と その東方地域に分布が限 られると し て いる。 したがって 、 今回検出 さ れた軽石型火

山 ガラ ス は 、 低屈折率の火山 ガラ ス を 含まないTo-a中 ・ 下部火山灰層に由来すると 考え ら れる。また、 この軽石型火

山 ガラ ス がモ ー ドおよび レ ン ジの上限で若干高 い 値 を 示 すことにつ い て は 、 お そ ら く 火山 ガラ ス の水和 （火山 ガラ

ス の 表面の風化変質に よ り水分が取り込まれること ） な どに起因する値の ばらつき （中村ほか，2002) であると 考え

られる。

今回の分析結果か ら 、 7b層より採取 された火山灰 と み ら れる堆積物は、 To-aの降下堆積物が残存したも のである可

能性があり、 その場合 、 同層の堆積年代はTo-aの 哄出年代に極め て近い と 判断 される。

ところ で、 今回検出 さ れた低屈折率の火山 ガラ スにつ い て は 、 いずれ も バ プル型であること 、 富沢遺跡が上述し

たTo-a上部火山灰陪の分布範囲か ら はるかに離れていること から 、 To-aと は別のテフラに由来する火山ガラスである

可能性がある。 また微量混在する軽石につい て も 、 角 閃 石の斑晶を 包有すること やその粒径が町 田ほか (1981) に

記載 さ れて いる仙台市付近で検出さ れたTo-aの軽石粒径 (0.5mm未満） に比べて 大 き す ぎるこ と な どから 、 To-aに由

来する軽石ではな い と 考 え られる。 これ ら の火山砕屑物は 、 今回の試料中に も 基盤地質に由 来すると 考え られる石

英粒が多量に含まれていたこと か ら 、 第7b層の基質 を構成して いるシル ト 層に由来する砕屈物が混在したも の と 推

定 さ れ 、 お そ らく本遺跡の位置する沖積低地の西方に分布する段丘上に堆稽するテフラ庖か ら洗い出されて き た再

堆積物である可能性がある。段丘は後期更新 世の台 ノ 原 面に区分さ れ 、 その形成年代は約10万年 前 と 考 え られてい

る （小池ほか編 ，2005) 。 台ノ 原面の模式地である仙台市街 地北方の台 ノ 原段 丘で は 、 段 丘表陪の褐色土いわゆるロ ー

ム庖 最下部に愛島軽石層 の堆稽が記載 されている （豊島ほか，2001) 。 今回の試料中に認め ら れた軽石は 、 愛島軽石に

由来 する可能性がある。 また、 今回の試料中に認 め ら れた低屈折率のバブル型火 山 ガラ ス は 、 町 田 • 新井 (2003)

による記載に従えば、 姶良Tn火山灰 (AT: 町田 • 新井 ，1976) と その特性がよ く 一致する。 同記載に よ ればATの 噴出

年代は2.6-2.9万年前 と さ れ て いるか ら 、 台 ノ 原面の段丘表庖の褐色土中に含まれている可能性は十分にあると 言 え

る。現時点では 、 台 ノ 原面 の段丘におけるテ フ ラ陪の産状を確認していな いため 、 上述した火山 ガラ ス や 軽石の由

来 を確定するまでには至 ら ず、 さ らに検討が必要である。

( 2 ) 古植生
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縄文時代 の包含陪相 当 と さ れる14洒 では 、 花粉化石の保存状態がや や不良であり 、 シ ダ類胞子が多産した 。 この

こと から 、 同層における花粉 化石群 集は経年変化による分解 • 消失の影密を受け て お り 、 分解 に強い花粉が選択的

に多く残 さ れ て いる可能性がある。

14層の花粉化石群集は 、 木本類 で は コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 亜属やニ レ 属 ー ケ ヤ キ 属 、 プナ属が多く産出し 、 マ ツ 属 、 サ

ワ グル ミ 属 、 クル ミ 屈 、 クマシデ屈 ー ア サダ属 、 ハ ン ノ キ属 、 イ ネ 科 、 キ ク 亜科等 も 検出 さ れ た。 この う ち 、 サワ

グル ミ 属やクル ミ 属 、 クマシテ属 ー アサダ属 、 ハ ン ノ キ属 、 ニ レ属 ー ケ ヤ キ 属 等 は 、 渓谷沿いや河畔 、 低湿地等の

適湿地を好む分類群 である。し たがって 、 周辺の河川沿い の河畔や低湿地には 、 こ れ ら の木本類が林分を形成し て

い た と 考 え ら れ 、 低地部には コ ナ ラ 屈 ア カ ガシ亜屈などの常緑広葉樹 も 生育していた と 推定 さ れる。また 、 ブナ屈

は 、 コ ナ ラ 亜 属 な ど と と も に冷温帯性落葉広葉樹林の主要構成要素であること か ら 、 これ ら の 落葉樹林が後背の丘

陵地な どに分布し、 マ ツ 属 な どの針葉樹 も 混在し てい た と 考え ら れる。

lOb陪 の花粉化石群集は、 木本花粉 の優占が認め ら れ た。 木本類では 、 14層で多産し た ニ レ 屈 ー ケ ヤ キ属やハ ン ノ

キ 属な どの減少や コ ナ ラ 亜属 の 増 加が認め ら れ たが 、 検出さ れた分類群は ほぼ同様であった 。 この こ と から 、 植 生

に大 き な変化 はなく、 周辺の 河畔や低湿地、 後背の 丘陵地は同様の植生が認め ら れ た と 推定 さ れる。既存の分析調

査によれば 、 約7,000- 2,500年前の平野に接する丘陵帯下部では コ ナ ラ 亜属 と ブナ属 が優勢な群集が得 ら れ て お り

（日比野 · 竹内，1998) 、 今回の結果 も 既存 の 調査事例 と 調和的である。

草本類では 、 14層 · 10b 層 と も に検出 さ れる分類群は少なかっ たが 、 10b層では14 層に比べ草本花粉 の割合の増加

する。 10b屈 では 、 イ ネ 科や カ ヤ ツ リ グサ科 の多産し たほか、 ヨ モ ギ属 な どが検出 さ れ た こ と か ら 、 遺跡周辺には明

るく開けた場所がみ ら れ、 これ ら の分類群からなる草地が認め ら れた と 推定 さ れる。また、 植物珪酸体の産状から 、

クマザサ属 や ネ ザサ節を含む タ ケ 亜科 、 ヨ シ屈 、 ス ス キ 屈 、 イ チ ゴツ ナギ亜科などの イ ネ科植物の生育が窺われ 、

と く に、 湿澗な場所に生育するヨ シ 属 の 産出が目 立つこと か ら 、 周辺には水湿地等の湿潤な場所が存在し た と 考 え

ら れる。 なお 、 上記した河畔林や湿地林を構成する分類群であるニ レ属 ー ケ ヤ キ 属 や ハ ン ノ キ属の減少につ い て は 、

草本花粉 の増加や10b層を境に イ ネ 属 の植物珪酸体が出 現するこ と 、 ヨ シ属の急減が認め ら れるこ と か ら 、 周辺の低

地部における人為的な植生干渉を示している可能性 も ある。

( 3 ) 稲作の検討

植物珪酸体分析の結果 、 lOb思及び上位の試料 よ り イ ネ 属 の 植物珪酸体が検出 さ れ た。 このこと から 、 イ ネ 属 の植

物体 （特に葉部） の混入や 、 10 b 層よりイ ネ の利 用 が示唆 さ れる。 イ ネ 属 の植物珪酸体は 、 概し て機動細胞珪酸体

含醤が多い傾向が認め ら れ 、 lOb層は約1,400個lg 、 8 層は約4,000個lg、 7b層は約3,300個lg、 6砧暑 は 約1,700個lg 、 5a層

は約2,600個lg 、 4 層は約3,200個lgであっ た 。

稲作が行われた水田跡の土穣では 、 栽培 さ れて い た イ ネ 属 の植物珪酸体が土壊 中 に蓄積 さ れ 、 植物珪酸体含鉱

（植物珪酸体密度） が高 く なる。 水田跡 （稲作跡）の検証や探査を行 う 場合 、

一般にイ ネ の植物珪酸体 （機動細胞由

来） が試料 1 g 当り5,000個以上の密度で検出さ れ た 場合に 、 そ こ で稲作が 行 わ れ た 可能性が甜い と さ れる （ 杉

山 ，2000) 。また 、 本地域にお ける分析調査結果によ れば、 イ ネ属機動細胞珪酸体含荒が3,000個lg程度の場合で も 、 水

田追構が検出さ れる事例が認め ら れる （ 例 え ば、 株式会社古環境研究所，2007など） と さ れている。

上記した点を考慮すると 、 水田耕作土 と 推定 さ れ た 8 層や7b層、 4 層で は 、 イ ネ 属 の機動細胞珪酸 体含醤は約

3,200-4,000個/gであるこ と か ら 、 発掘 調査所見を 支持する結 果 と 言える。 一方 、 イ ネ 属が全く検出 さ れない 、 ある

いは 、 イ ネ 属 の機動細胞珪酸体含量が少なかったllaf! や10b恩 、 6a恩 は 、 堆積物の観察所見では 、 上方細粒化お よ び

上部に向かって漸移的に暗色 （黒 色化）する堆積物の上部 ( lla陪、 6a陪）や 、 葉理や レ ン ズ状に砂を挟在する植物

遺体が多菌混 じる堆枝物 (10b層 ）であり、 河川氾濫等 による士砂の供給等 による堆梢環境の変化と植生の発達、 河

川 氾濫等 に と も な う 堆積物の 産状を反映している可能性がある。 5a層 は 、 上位の 4 層 と の層 界は不明瞭である一方、
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下位の6a培 と不整合であることや 、 6a囲に由来すると考えら れる偽礫が混 じる状況から 、 4 -5a庖は水133耕作土の可

能性がある。 これら の所見は 、 土壌試料の観察結果 に よ ることから 、 発掘調査 成果や基本土層の所見 と合わせて検

討する必要がある。
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0 5mm 2 0mm ........ ...... 
Qz: 石英. Pl: 斜長石. Vg : 火 山 ガ ラ ス. Pm: 軽石．

1. To-aの火 山 ガ ラ ス (7b恩） 2. 軽石 (7b層）

写真1 テ フ ラ の顕微鏡写真

tヽ

r
 

7a 

巳 ,/, 
JO J I  

2a 
3a 

6a 6
 

8a 8
 

9a 

50 µ m  

1 .  マツ属 (10b層）
3. ク ル ミ 属 (10b層）
5. ハンノ キ属(10b暦）
7. ク マ シデ属ーア サダ属 (lOb層）
9. ニ レ属ーケヤキ属(I Ob屈）

11 .  カ ヤ ツ リ グサ科(lob層）

写真2 花粉の顕微鏡写真

20 

2. サ ワ グル ミ 属(10b層）
4. プナ属 (10b層）
6. コナラ属 アカ ガシ亜属(10b層）
8. コ ナ ラ 屈 コ ナ ラ 亜属 (10b層）

10. イネ科(10b屈）



1. イ ネ属短細胞珪酸体(4眉）
3. イ ネ属短細胞珪酸体(10b層）
5. ク マ ザサ属短細胞珪酸体 (l la層）
7. ヨ シ属短細胞珪酸体 (lla陪）
9. ス ス キ属短細胞珪酸体 (l la層）

1 1 .  イ ネ属機動細胞珪酸体(4層）
13.  イ ネ属機動細胞珪酸体(10b層）
15. ネザサ節機動細胞珪酸体(1 la庖）
17. ウ シ ク サ族機動細胞珪酸体 (l la層）

50 µ m  
一

(1-9) 

2. イネ属短細胞珪酸体(7b屑）
4. チゴザサ属短細胞珪酸体(4層）
6. ネザサ節短細胞珪酸体 (lla層）
8. コブナグサ属短細胞珪酸体(5a恩）

10. イ チ ゴ ツナギ亜科短細胞珪酸体(l la層）
12. イ ネ 属機動細胞珪酸体(7b層）
14. ク マ ザサ属機動細胞珪酸体 Ola層）
16. ヨ シ属機動細胞珪酸体 (lla暦）

写真3 植物珪酸体の顕微鏡写真

50µ m  
一

( 1 0 -17) 
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写 真 図 版



2. 2層水田跡検出状況 南 か ら

3. 2層水田跡畦畔検出状況 北 か ら 4. 2層水田跡下面SD2完掘状況 南 か ら

5. 2層水田跡木杭検出状況 北 か ら

7. 4層水田跡畦畔1 検出状況 西 か ら 8. 4層水田跡畦畔2検出状況 北 か ら

写真4 2暦-4眉

25 



4. 7b層水田跡段差2確認状況 東 か ら

6. 7b層水田跡段差1検出状況 東 か ら

写真5 5a層-1 oa層

26 



一ゞ
5. 1 1 a層上面検出状況 南 か ら 6. 1 1  b層上面検出状況 南 か ら

7. 14層上面検出状況 南 か ら 8. 14層完掘状況 南 か ら

写真6 1 0a層-14a層

27 



• 
�� 

. ... --・ト

la層 ―
·-、-、 ー、'.,． 、.... 

la層 —

lb屠 — lb層 —

le層 ー 2層 —

2層 _ 3c層 —

3b層 ー 3e層 —

3x層 ー

3c層 —
; -

，— -ャ-• .. • がiヽ ｀ヽ � ぞ――, 3d層 —

4層 一
Sa層 —

7a層 ― , . ' 4層 —

7b層 — ・ . • • . . ·. •'' . ; ユ．・ ， ●．. . 、 .; ··.: . 6a層 ー、 一 - ·一 ― 亀女 ., ·,-.:.. .. · . ・

＾竿冥裕9a層 一
. ., . .  

7b層 — .· . : , . ...... ,,.� 輯；ゃ - 7b層-唱 . .、一... ,_ �; - 8層

- 9b層 9a層 ー

. --.、へ^●�. ('::· ,  メ：べ：�"'，-、�-- ・ ｀ぺ"-�-·..ふ=:ふ：•
10a層 — •, .〗 ., . ·ri.,ii.. �• • e,. rこ、_.,. . . .. 10a層 ―

10b層 一 10b層 —

1 la層 ー 1 la層 ―

11b層 一 11b層 —

12層 —
12a層 —

12b層 —

13層 ー 13層 —

14層 —

14屠 ー ．． 15層a -

15層b -
、、 '"' .,_ ... ' - ヽ 15層b -

la層 —

lb層 —

1北側断面
2. 東壁断面

I!.' 呵膚＇曇�,,.... � — IIL,.-_,,___ - -- "-• 贔ロー 'T'. -,'書ーが:":!_ - I 
- 3d層 万I戸===----、 A

3a層 ー
-···· . 一..., .. -- - · __ - 3b層

3b層 —

3d層 —

4層 — r 芯��-・ 俎L"ら・.-.·t·;.頃�,r.:、 ··. ..... . - 4層

6a層 —

1:: 胃正ぷ�:.,��ぞt:��累:/,� = �g雷
9●層 —

10a層 —

10b層 —

11a層 —

11b層 ー

12層 —

13層 —

14層 ー

15層b -
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3. 南側断面

写真7 調査区断面

゜ 5m 

縮尺1 :200 



8
 

4
 

5
 

1 -7 :  2眉上面出土 8 • 9 : 4屈出土 10 : 9a厩出土 1 1 ・ 1 2 : 1 1 a眉出土

写真8 出土遺物

10  

1 1  

1 2  
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